
『
頓
悟
大
乗
正
理
決
』

の
妄
想
説

に

つ
い
て
 
(原

田
)
 

二
三
四

『頓
悟
大
乗

正
理
決
』
の
妄
想
説

に

つ
い
て

原

田

覚

一
、
序

近
来
、
摩
詞
衛
 
(
M
a
h
a
y
a
n
)
 

に
関
す
る
西
蔵
資
料

の
紹

介
が
行

な
わ
れ
、
ま
た
、
摩
詞
術

の
名
を
持

つ
も
の
、
或
は
そ
の
名
で

呼
ば
れ
る
も
の
が
、
史
上
幾
人
か
存
在
し
て
い
る
事
も
、
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
h
s
a
m
 
y
a
s
 

の
宗
論
に
関
わ
り
を
持

つ
た
摩

詞
衛
を
解
明
す
る
為
に
、
特
に
そ
の
思
想
の
整
理
、

及
び
敦
煙
禅
資
料

と
の
比
較

を
行
う
事
と
す
る
。

こ
の
摩
詞
衛
の
思
想
を
伝
え
る
、
最
も
確
実
な
資
料
と
し
て
、
敦
煙

発
見

の

『頓
悟
大
乗
正
理
決
』
(『正
理
決
』)
 が
、
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。

こ
こ
で
は
、
特
に
こ
の

『
正
理
決
』
を
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る

が
、
な
お
次
の
点
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
正
理
決
』
は
、
印
度
仏
教
と
の
論
争
と
、
賛
普
に
対
す

る
摩
詞
衛

の
上
表

文
と
に
よ

っ
て
、
本
文
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
従
つ
て
、
多
少

の
誇
張

や
省
略
を
予
想
し
た
上
で
、
印
度
仏
教
に
対
す
る
摩
詞
術
の
思

想
的
特
質

を
把
え
る
事
は
出
来
る
が
、
摩
詞
衛
の
思
想
の
全
体
的
構
成

が
如
何

な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
に
考
慮
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
本
文
の
編
集
が
、
王
錫
の
手
に
よ

っ
て
な
さ
れ

た
事
に
も
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
『
正
理
決
』

『
正
理
決
』
中
に
於

て
、
摩
詞
術
の
禅
門
の
本
宗
は
、

真
諦
で
あ
り
、
般
若
真
宗
で
あ
り
、
大
乗
禅
で
あ
る
と
宣

べ
て
い
る
。

こ
の
大
乗
禅
の
特
質
が
、
六
波
羅
蜜
と
妄
想
の
扱
い
に
見
ら
れ
る
。

田
六
波
羅
蜜

上
表
文
に
よ
れ
ば
、
印
度
仏

教

と
の
論
争

の
焦
点

が
、
六
波
羅
蜜
の
問
題
に
あ
り
、
賛
普
か
ら
の
下
問
も
屡
で
あ

つ
た
事

が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
六
波
羅
蜜
に
つ
い
て
、

次
の
議
論
が
あ
る
。

「世
諦
法
ノ
如
ク
ン
バ
、
六
波
羅
蜜
等
ヲ
方
便
ト
為
シ
、
勝
義
ヲ
顕

ス
。
故

昌
是
レ
不
要

ニ
ア
ラ
ズ
。
勝
義
ノ
言
説
ヲ
離
ル
ル
如
ク
ン
バ
、
六
波
羅
蜜
及

ビ
諸
法
門
ハ
、
要

・
不
要
ヲ
説
キ
テ
言
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。」
(長
部
好
一
「吐
蕃

仏
教
と
禅
」
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要

一
・
8
0
頁左
34
-
右
3
)

そ
の
他
、
六
波
羅
蜜
に
関
わ
る
問
答
を
見
て
も
、

こ
の
問
題
を
印
度

仏
教
が
追
求
す
る
に
急
で
あ
つ
た
事
が
知
ら
れ
る
が
、

二
方
、
摩
詞
術

の
議
論
に
は
、
六
波
羅
蜜
の
問
題
を
、
勝
義
と
世
俗

の
関
係
に
解
消
し

て
、
追
求
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
様
子
が
伺
わ
れ
る
。

「六
波
羅
蜜
ヲ
行
ズ
ル
所
ノ
者
ハ
、
般
若
波
羅
蜜
ヲ
求
メ
ン
ト
ス
。
若
シ
智
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慧
波
羅
蜜
ノ
具
ハ
レ
バ
、
余
ノ
五
波
羅
蜜
、
修
ス
ル
ト
修
セ
ザ
ル
ト
モ
、
マ

タ
得

ル
ナ
リ
。」
(「吐
蕃
」
81
頁
右
23
-
2
4
)

こ
こ
に
は
、
神
会
の
般
若
波
羅
蜜
に
対
す
る
理
解
と
同
質
の
も
の
が

見
ら
れ
る
。

一
方
、
六
波
羅
蜜
を
内
外
の
二
種
、
或
は
四
種
に
分
類
す

る
理
解
も
見
ら
れ
、
そ
れ
は
他
の
禅
籍
と
比

べ
て
、
特
異
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
以
上
詳
論
は
避
け
る
が
、
摩
詞
術
の
説
く
六
波
羅
蜜
の
内

容
と
位
置
は
、
な
お
慎
重
に
比
較
考
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

個
妄
想

『
正
理
決
』
に
於

て
、
印
度
仏
教
に
対
す
る
答

釈

の
内
、

経
典
の
引
用
を
除
い
た
大
部
分
が
、
何
ら
か
の
形

で
、
「妄
想
」
に
関

説
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
『
正
理
決
』
の
思

想
は
、

「妄
想
」
の
把
え
方
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
、
と
考
え
得
る
。

即
ち
、
「妄
想
」
に
関
し
て
、
次
の
如
き
議
論
が
見
ら
れ
る
。

「但
ダ
心
想

妄
想
ヲ
離
ル
レ
バ
、
即
チ
計
七
道
品
自
然
ユ
具
足
ス
。
一
切

功
徳

モ
亦
タ
皆
円
備
ス
。」
(「吐
蕃
」
78
左
10
-
1
1
)

「若
シ
衆
生
有
リ
テ
、
三
毒
煩
悩
・
無
始
心
想

・
習
気
妄
想
ヲ
離

ル
レ
バ
、

便
チ
解
脱
ヲ
得
、
マ
タ
成
仏
ス
ル
ヲ
得
ル
。」
(「吐
蕃
」
7
8
左13
-
1
4
)

「言
フ
所
ノ
漸
頓
ト
ハ
、
皆
衆
生
ノ
心
想
・
妄
想
ノ
見
タ
リ
。」
(「
吐
蕃
」
79

右
6
-
7
)

「若
シ
妄
心
起
コ
ラ
ズ
、

一
切
妄
想
ヲ
離
ル
レ
バ
、
真
性
本
有
、
及
ビ

唱
切

種
智
、
自
然
二
顕
現
ス
。」
(「吐
蕃
」
8
1
右1
-
2
)

「若
シ
一
切
衆
生
、
三
毒
自
心

妄
想
煩
悩

・
習
気
分
別
ヲ
離

ル
レ
バ
、
如

如
之
理
二
通
達
ス
。
則
チ
一
切
法
及
ビ
諸
功
徳
ヲ
具
足
ス
。」
(「吐
蕃
」
85

左
4
-
6
)

「妄
想
ノ
作
業
ユ
順
ゼ
ザ
レ
バ
、
念
々
解
脱
ス
。」
(「
吐
蕃
」
85
左
25
-
2
6
)

以
上
の
如
く
、
『
正
理
決
』
中
に
見
ら
れ
る
概
念
の
ほ
と
ん
ど
が
、

「離
妄
想
」
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て

い
る
事

が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

「想
」
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
論
ず
る

「想
ト
ハ
、
心
念
ノ
起
動
、
及
ビ
外
境
ヲ
取
ル
コ
ト
ナ
リ
。
一
切
ト
言
フ
ハ
、

下
地
獄
二
至
り
、
上
諸
仏

一一
至
ル
己
下
ナ
リ
。」
(「吐
蕃
」
79
右
13
-
1
4
)

こ
こ
で
、
前
に
述
べ
た

「離
妄
想
」
の
経
証

と
し
て
、
『
金
剛
経
』

の
次
の
句
が
、
屡

々
引
か
れ
て
い
る
事
が
注
意
さ
れ
る
。

「
一
切
諸
相
ヲ
離
ル
レ
バ
、
則
チ
諸
仏
ト
名
ヅ
ク
。」
(大
正
8
・
N
o
.
 
1
3
5
・

7
5
0
 
b
9
)

『正
理
決
』
に
於
け
る

『
金
剛
経
』
の
引
用

は
十
四
回

で
あ

る
が
、

こ
の
一
句
が
、
そ
の
内

の
七
回
を
占
め
、
重
複
し
て
引
用
さ
れ
る
回
数

が
、
他
の
引
用
経
典
と
比

べ
て
も
、
最
も
多
い
。
ま
た
、
引
用
の
半
数

近
く
が
、
「
相
」
を

「
想
」
(即
ち

「妄
想
」)
 と
な
し
て
い
る
事

が
注
意

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
次
の
文
を
見
る
と
、

こ
の
変
化
が
、
単
に
書
写
の

誤
り
で
は
な
い
事
が
理
解
さ
れ
る
。

「金
剛
経
及
ビ
諸
大
乗
経

二
拠
レ
バ
、
皆
云
フ
、
<
一
切
妄
想
習
気
ヲ
離
ル
レ

バ
、
則
チ
諸
仏
ト
名
ヅ
ク
。>」
(「吐
蕃
」
77
右
1
9
)

即
ち
、
『
正
理
決
』
は
、
『
金
剛
経
』
の
こ
の

一
句
を
基
礎
と
し
て
、

「
離
妄
想
」
を
中
心
に
展
開
す
る
論
書
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。

三
、
『
金
剛
経
』

上
述
の

『
金
剛
経
』
の
句
を
中
心
に
考
え
る
と
、

『
正
理
決
』
と
同
様
に
、
「
相
」
を

「
妄
想
」
と
し
て
把
え

る
事

を
明

『
頓
奨

乗
鐘

決
』

の
妄
想
説
に
つ
い
て
 
(
原

田
)
 

二
三
五
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『
頓
悟
大
乗

正
理
決
』

の
妄

想
説
に

つ
い
て
 
(
原

田
)
 

二
三
六

確
に
論
じ
た
も
の
に
窺
基
 
(
6
3
2
-
6
8
2
)
 

の

『
金
剛
経
讃
述
』
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
特
に
、
『金
剛
経
』
の
引
用
を
中
心
と
し
た
、
敦
焼

発
見

の

禅
籍
と

の
比
較
を
行
う
。

田
神
会

神
会
は
、
北
宗
に
対
し
て
、
『
金
剛
経
』
を
宣
揚

し
、
独

自
の
思
想
を
展
開
し
た
禅
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
胡
適
氏
の

『
神
会
和

尚
遺
集

』
に
収
め
ら
れ
た
資
料
を
見
る
と
、
『
正
理
決
』
と

一
致
す

る

『
金
剛

経
』
の
引
用
が
、
九
回
 (六
ケ
所
)
 見
ら
れ
る
。
上
述
の
句
も
、

二
回
引

用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
程
重
視

さ
れ
た
様
子
は
な
く
、
ま

た
、
「相
」
を

「
想
」
と
す
る
例
も
見
ら
れ
な
い
。

思
想
的
に
も
、
神
会
の
特
色
で
あ
る
、
如
来
禅
、
或
は
無
念
為
宗
な

ど
の
影
響

が
あ
る
と
見
る
の
は
、
因
難
で
あ
る
。
た
だ
、
前
に
論
じ
た

般
若
波
羅
蜜
の
扱
い
方
に
は
、
な
お
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

個

『
歴
代
法
宝
記
』

『
歴
代
法
宝
記
』
に
於
け
る

『
正
理
決
』
と

一

致
す
る

『
金
剛
経
』
の
引
用
は
、
九
回
 (五
ケ
所
)
 に
及
び
、
問
題
の
句

が
四
回
引
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
後
叙
の
中
で
無
住
の
坐
化
を
述

べ

て
い
る
次

の
部
分
は
、
問
題
の
句
が
、
無
住
に
あ
つ
て
、
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
事
を
、
伺
わ
せ
る
。

「
<
一
切
諸
相
ヲ
離
ル
レ
バ
、
即
チ
是
レ
見
仏
ナ
リ
。>
 語
り
已
リ
テ
奄
然

ト
シ
テ
坐
化
ス
。」
(大
正
5
1
・
Z
o
.
 
2
6
1
5
・
1
9
6
b
4
)

し
か
し
、
「相
」
を

「想
」
と
し
て
い
る
所
は
、
見
出
さ
れ
ず
、
ま

た
、
無
住

の
思
想
の
特
質
で
あ
る

「
無
念
」
も
、
『
正
理
決
』
に
見
出

さ
れ
な

い
。
し
か
し
、
『金
剛
経
』
と
共
に
、
『
樗
伽
経
』
を
も
多
く
引

用
し
、
そ
の
中
に
は

『
正
理
決
』
と
同
じ
引
用

ヶ
所
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
『
正
理
決
』
と
、
特
に
南
宗
系

の
禅
籍
の
間
に
は
、
直

接
の
関
係
を
示
す
内
容
が
少
な
い
。
し
か
し
、

神
会
の
般
若
波
羅
蜜
、

『
歴
代
法
宝
記
』
の
引
用
経
典
な
ど
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
、
h
S
a
m
 
y
a
s
 

の
宗
論
に
於
け
る
摩
詞
衛
の
主
張
を
伝
え
る
西

蔵
資
料
は
、
摩
詞
衛
が
南
宗
的
色
彩
を
持
つ
事

を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

北
宗
系
の
禅
籍
の
西
蔵
訳
の
存
在
が
知
ら
れ
る

一
方
、
南
宗
系
の
西
蔵

伝
播
の
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
摩
詞
衛
と
の
関
連
が
問
題

と
な
つ
て
く
る
が
、

こ
の
問
題
は
、
西
蔵
仏
教

に
於
け
る
中
国
仏
教
、

即
ち
禅
宗

の
流
入
と
発
展
の
解
明
に
関
係
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
妄
想

『正
理
決
』
の

「
離
妄
想
」
と
、
「
妄
想
」
に
関
説
す
る

他
の
禅
籍
と
の
比
較
を
、
以
下
に
行
う
事
と
す

る
。

田

『
二
入
四
行
論
』

同
論
に
は
、
「妄
想
」

に
関
説
す
る
も
の
が
幾

つ
か
見
出
さ
れ
、
こ
の
述
語
が
古
く
か
ら
禅
宗

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

た
事
を
伺
わ
せ
る
。
そ
の
他

『絶
観
論
』
『
観

行
法
』
『無

心
論
』
『
修

心
要
論
』
な
ど
に
も
、
「妄
想
」
に
つ
い
て
論
ず
る
所
が
見
ら
れ
る
が
、

『
正
理
決
』
と
の
関
連
は
、
機
会
を
改
め
て
論
ず
る
事
と
す
る
。

個

『
大
乗
五
方
便
北
宗
』

鈴
木
大
拙
氏
は
、
北
宗
の
特
質
を
、
「
離

念
」
に
於
て
把
え
て
い
る
。
同
氏
の
示
す

二
-
四
号
本
中
に
は
、
「
妄

想
」
に
関
説
す
る
も
の
が
僅
か
で
あ
る
が
、
南
宗
の

「無
念
」
に
対
す

る

「
離
念
」
に
、
よ
り

「
離
妄
想
」
と
の
近
縁

性
が
認
め
ら
れ
る
。
同

じ
く
鈴
本
氏
の
示
す

『
師
資
七
祖
方
便
五
門
』
に
は
、
次
の
句
が
見
ら
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れ
る
。
「妄
念
ノ
起
コ
ラ
ザ
レ
バ
、
菩
薩
ト
名
ヅ
ク
ひ

一
切
椙
ヲ
離
ル
レ
バ
、
仏
ト

名
ヅ
ク
」
(鈴
木
全
集
二
・
4
5
3
頁
1
0
)

こ
の
資
料
が
、
『
金
剛
経
』

の
句
を
知

つ
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。個

『
法
性
論
』

同
論
に
は
、
次
の
句
が
見
ら
れ
る
。

「妄
想
ノ
起
コ
ラ
ザ
レ
バ
、
自
然
二
仏
性
顕
現
ス
。
故
二
般
若
経

二
云
フ
、

一
切
想
ヲ
離
ル
レ
バ
、
即
チ
諸
仏
ト
名
ヅ
ク
」
(鈴
木
全
集
二
・
1
4
4
頁
1
3
-

1
4
)

こ
の
資
料
が
、
「
相
」
を

「想
」
と
し
、
さ
ら
に

「妄
想
」
と
し

て
理

解
し
て

い
る
事
が
知
ら
れ
、
『正
理
決
』
と
最
も
近
似
し
た
思
想
を
持

つ
事
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
同
論
は
、
『
正
理
決
』
に
比

べ
て
、
よ
り

南
宗
的
色
彩
の
濃

い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『師
資
七
祖
』
と
共
に
、

同
論
は
短

文
の
資
料
で
あ
る
為
、
よ
り
詳
細
な
比
較
が
如
何
な
る
意
味

を
持

つ
か
、
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
両
論

は
共
に
、
禅
宗
史
的
位
置

が
、
未

だ
確
定
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
摩
詞
術
自
身
が
表
明
し
て

い
る
法
系
と
の
関
係
も
、
速
断
す
る
事
が
む
ず
か
し
い
。

働
以
上
論
じ
た
も
の
の
外
に
、
『大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』
に

も
、
妄

想
に
関
説
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。

「世
尊

ハ
、
実

二
妄
想
ヲ
遣
断
セ
ズ
。
若
シ
妄
想
ヲ
断
ズ
レ
バ
、
即
チ
妄
想

ヲ
離
レ
ズ
。」
(大
正
8
5
・
N
o
.
 
2
3
4
6
・
1
2
7
8
c
2
3
-
2
4
)

こ
の
様

な
論
述
は
、
『正
理
決
』
よ
り
も
、
さ
ら
に

一
歩
進

ん

で
、
南

宗
系
に
近
い

「妄
想
」
の
扱
い
方
を
、
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
結
語

以
上
概
略
の
み
を
論
じ
た
が
、

こ
れ
に
よ

つ
て
次
の
事

が
確
認
さ
れ
る
。

田

『
正
理
決
』
の
中
心
思
想
は
、
『
金
剛
経
』

の

一
句
を
基
礎
と
し

て
展
開
す
る

「離
妄
想
」
で
あ
り
、
細
部
の
述

語
や
内
容
を
別
に
し

て
、
殆
ど
こ
れ
に
尽
き
る
と
考
え
得
る
。

個
題
目
に

「頓
悟
」
の
語
が
付
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の

中
心
的
思
想
に
は
、
南
宗
系
の
影
響
を
余
り
見
出
す
事
が
出
来
な
い
。

た
だ
、
六
波
羅
蜜
の
扱

い
方
や
、
小
島

宏
允
氏
 
(「
チ
ベ
ッ
ト
の
禅
宗
と

『歴
代
法
宝
記
』」)
 が
既
に
指
摘
し
て
い
る

『
諸
経
要
抄
』
や

『
歴
代
法

宝
記
』
に
於
け
る
経
の
引
用
と
の
類
似
な
ど
に
、
南
宗
系
と
の
関
わ
り

を
認
め
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

個

『
正
理
決
』
の
思
想
は
、
北
宗
系
の

『
大
乗
五
方
便
北
宗
』
.
『
師

資
七
祖
方
便
五
門
』
に
、
或
は
さ
ら
に

『
法
性
論
』
に
、
最
も
近
似
し

た
内
容
を
見
出
し
得
る
が
、
決
し
て
全
同
と
は
言
い
得
な
い
。
そ
れ
を

神
秀
系
の
発
展
と
し
て
把
え
る
か
、
或
は
別
系

の
思
想
と
把
え
る
か

は
、
な
お
慎
重
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

働
特
に
今
後
の
問
題
と
し
て
、
既
に
触
れ
た
如
く
、
西
蔵
文
の
摩
詞

衛
資
料
と
の
比
較
整
理
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ

に
よ

っ
て
、
h
s
a
m
 
y
a
s

の
宗
論
に
関
わ
つ
た
摩
詞
術
の
全
体
像
が
得
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
(註
略
)

『
頓
悟
大
乗
正
理

決
』

の
妄
想
説

に
つ
い
て
 
(
原

田
)
 

二
三
七

-761-


